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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 15日 (2004.12.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ｉ ） メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル を 主 体 と す る 不 飽 和 単 量 体 （ Ｉ ） ２ ０ ～ ８ ０ 質 量 ％ お よ び
（ ｉ ｉ ） 平 均 粒 子 径 ０ ． １ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 無 機 粉 末 （ Ｉ Ｉ ） ８ ０ ～ ２ ０ 質 量 ％ か ら な る 組
成 物 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し ；
（ ｉ ｉ ｉ ） 粒 径 ０ ． １ ～ ８ ｍ ｍ の 人 工 大 理 石 破 砕 粒 子 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を ０ ～ ４ ０ 質 量 部 ；
（ ｉ ｖ ） メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 系 重 合 体 か ら な る 最 外 層 を 有 し 、 か つ 内 部 に 少 な く と も １ 層
の ゴ ム 質 重 合 体 層 を 有 す る 平 均 粒 子 径 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ μ ｍ の 多 層 構 造 重 合 体 粒 子 （ Ａ ）
を ４ ０ 質 量 ％ 以 上 の 割 合 で 含 む 重 合 体 粒 子 （ Ｉ Ｖ ） を ０ ． ５ ～ １ ０ 質 量 部 ； 並 び に （ ｖ ）
１ 次 粒 子 径 １ ～ １ ０ μ ｍ の 雲 母 微 細 粒 子 （ Ｖ ） を ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ 質 量 部 ； を 含 有 す る 、
粘 度 ０ ． １ ～ ２ ０ Ｐ ａ ・ ｓ の ス ラ リ ー を 注 型 重 合 す る こ と を 特 徴 と す る ア ク リ ル 系 人 工 大
理 石 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 重 合 体 粒 子 （ Ｉ Ｖ ） が 、 平 均 粒 子 径 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ２ μ ｍ の メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 系 重 合
体 粒 子 （ Ｂ ） を 、 ６ ０ 質 量 ％ 以 下 の 割 合 で 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク リ ル 系 人 工 大 理 石 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】



　 型 面 が 水 平 に 保 持 さ れ た ２ 枚 の ガ ラ ス 板 の 型 中 で 重 合 硬 化 す 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の ア ク リ ル 系 人 工 大 理 石 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ る ア ク リ ル 系 人 工 大 理 石 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
《 製 造 例 ２ 》 ［ 多 層 構 造 重 合 体 粒 子 （ Ａ － ２ ） を 含 む エ マ ル ジ ョ ン の 製 造 ］
（ １ ） 攪 拌 機 、 温 度 計 、 窒 素 ガ ス 導 入 部 、 単 量 体 導 入 管 お よ び 還 流 冷 却 器 を 備 え た 反 応 器
内 に 、 脱 イ オ ン 水 ２ ０ ０ ｋ ｇ 、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ム １ ｋ ｇ お よ び 炭 酸
ナ ト リ ム ０ ． ０ ５ ｋ ｇ を 仕 込 み 、 容 器 内 を 窒 素 ガ ス で 十 分 に 置 換 し て 実 質 的 に 酸 素 が な
い 状 態 に し た 後 、 内 温 を ８ ０ ℃ に 設 定 し た 。 そ こ に 、 過 硫 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ １ ｋ ｇ を 投 入
し 、 ５ 分 間 攪 拌 し た 後 、 メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル ９ ． ４ ８ ｋ ｇ 、 ア ク リ ル 酸 ｎ － ブ チ ル ０ ． ５
ｋ ｇ お よ び メ タ ク リ ル 酸 ア リ ル ０ ． ０ ２ ｋ ｇ か ら な る 単 量 体 混 合 物 を ２ ０ 分 か け て 連 続 的
に 滴 下 供 給 し 、 添 加 終 了 後 、 重 合 転 化 率 が ９ ８ ％ 以 上 に な る よ う に さ ら に ３ ０ 分 間 重 合 反
応 を 行 っ た 。
（ ２ ） 次 い で 、 同 反 応 器 内 に 、 過 硫 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ３ ｋ ｇ を 投 入 し て ５ 分 間 攪 拌 し た 後
、  メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル １ ． ４ ５ ｋ ｇ 、 ア ク リ ル 酸 ｎ － ブ チ ル ２ ７ ． ６ ７ ｋ ｇ お よ び メ タ
ク リ ル 酸 ア リ ル ０ ． ８ ８ ｋ ｇ か ら な る 単 量 体 混 合 物 を ４ ０ 分 間 か け て 連 続 的 に 滴 下 供 給 し
、 添 加 終 了 後 、 重 合 転 化 率 が ９ ８ ％ 以 上 に な る よ う に さ ら に ３ ０ 分 間 重 合 反 応 を 行 っ た 。
（ ３ ） 次 に 、 同 反 応 器 内 に 、 過 硫 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ６ ｋ ｇ を 投 入 し て ５ 分 間 攪 拌 し た 後 、
 メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル ５ ３ ． ７ ３ ｋ ｇ 、 ア ク リ ル 酸 ｎ － ブ チ ル ５ ． ９ ７ ｋ ｇ お よ び ｎ － オ
ク チ ル メ ル カ プ タ ン （ 連 鎖 移 動 剤 ） ０ ． ３ ｋ ｇ を 含 む 単 量 体 混 合 物 を １ ０ ０ 分 間 か け て 連
続 的 に 滴 下 供 給 し 、 添 加 終 了 後 、 重 合 転 化 率 が ９ ８ ％ 以 上 に な る よ う に さ ら に ６ ０ 分 間 攪
拌 を 続 け て 重 合 を 完 結 さ せ た 後 、 冷 却 し て 重 合 体 ［ 以 下 「 多 層 構 造 重 合 体 粒 子 （ Ａ － ２ ）
」 と い う ］ エ マ ル ジ ョ ン を 得 た 。 そ れ に よ り 得 ら れ た 多 層 構 造 重 合 体 粒 子 （ Ａ － ２ ） （ ３
層 構 造 重 合 体 粒 子 ） の 平 均 粒 子 径 は ０ ． ０ ９ μ ｍ で あ っ た 。
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